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（１）産業経済実態調査（市内生活者、市内事業者） 

阿賀野市における買物や商店街の利用、産業を活性化させるための意識などについ

て把握し、今後の産業振興の方向性を示す計画策定の参考とするためにアンケートを

実施しました。20 歳以上の市民 806 名から回答を得ました。 

①市内生活者 
 

食料品・日用品の場所別の買物頻度と移動手段について尋ねました。 

 

1）市内の商店街 

10

70

52

14

152

120

0 50 100 150 200

毎日

2、3日毎

4、5日毎

5、6日毎

週１回程度

利用なし

（複数回答 N=418）

（件）

  

21

39

287

4

3

0 50 100 150 200 250 300 350

徒歩

自転車

車

バス

その他

（複数回答 N=354）

（件）

  
2）大型店 

21

90

56

17

348

42

0 100 200 300 400

毎日

2、3日毎

4、5日毎

5、6日毎

週１回程度

利用なし

（複数回答 N=574）

（件）

  

【移動手段】 

【買物の頻度】 

【買物の頻度】 

・週１回程度の頻度が

最も多く、次いで利

用なしの順となって

います。 

・車での移動が約８割

を占めています。 
・公共交通手段（バス） 
の利用は僅かとなっ

ています。 

・週１回程度の頻度が

最も多く、次いで３

日毎、５日毎の順と

なっています。 

３．アンケート調査結果  
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14

28

517

5

2

0 100 200 300 400 500 600

徒歩

自転車

車

バス

その他

（複数回答 N=566）

（件）

  
市内のお店・商店街の利用について尋ねました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

市外から知人が来た時、どんな場所に連れて行くか尋ねました。  

  

602

10

101

38

41

9

19

7

0 100 200 300 400 500 600 700

瓢湖

本町商店街

代官所

六斎市

天朝山

無為信寺

酒蔵

その他

（複数回答 N=827）

（件）

 

「水原」 
・約７割の人が「瓢湖」

と回答しました。 

【移動手段】 

【よく利用する】 

(41％） 

【あまり利用しない】 

(59％） 

・車での移動が約９割を

占めています。 
・公共交通手段（バス） 
の利用は僅かとなって

います。 

・よく利用する理由は

「近い」からと答えた

人が最も多く、「品揃

え」「価格」「駐車場」

と続きます。 

・あまり利用しない理由

は「品揃え」「駐車場」

「価格」「気軽にのぞ

けない」の４項目が上

位を占めています。 

113

115

95

25

33

20

187

12

0 50 100 150 200

価格

品揃え

駐車場

接遇

ふんいき

清潔感

近い

その他

（複数回答 N=600）

（件）

201

265

233

20

182

58

48

0 50 100 150 200 250 300

価格

品揃え

駐車場

接遇

気軽にのぞけない

古い・暗い

その他

（複数回答 N=1007）

（件）
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348

182

20

216

95

20

27

7

17

15

21

13

0 50 100 150 200 250 300 350 400

五頭温泉郷

うららの森

キャンプ場

地ビール園

やまびこ通り

名水巡り

五頭山

華報寺

優婆尊

旦飯野神社

ゴルフ場

その他

（複数回答 N=981）

（件）

 

76
48

9
6

222
4

111
7

14
154

18
37

0 50 100 150 200 250

焼き物・瓦

孝順寺

寺社観音堂

臨沢山観音寺

遊園地

六斎市

あかまつ荘

安田城址

宝珠山

その他温泉

ゴルフ場

その他

（複数回答 N=706）

（件）

 

62

64

21

48

4

18

0 10 20 30 40 50 60 70

梅護寺周辺

ふるさと公園

コスモスロード

河川敷公園

ゴルフ練習場

その他

（複数回答 N=217）

（件）

 

産業活性化の方向性について尋ねました。 

347

309

261

143

133

30

0 100 200 300 400

地産地消

企業誘致

阿賀野ブランド

消費の拡大

市内産業の協働化

その他

（複数回答 N=1223）

（件）

 

 

「笹神」 

「安田」 

「京ヶ瀬」 

・「五頭温泉郷」と

答えた人が最も

多く、次いで「地

ビール園」「うら

らの森」の順と続

きます。 

・「遊園地」が最も

多く、「その他温

泉」「あかまつ荘」

といった温泉地

が続きます。 

・「ふるさと公園」

「梅護寺周辺」の

２項目が上位を

占めています。 

・「地産地消」「企業

誘致」「阿賀野ブラ

ンド」が上位を占

めています。 

【消費拡大で重要なこと】 
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あると答えた方の、具体的な阿賀野ブランド

回答数

280

175

69

27

20

19

17

17

17

16

15

14

11

9

9

8

8

農産物

三角だるま

野菜

主な回答

豆腐

めんつう

ごずっちょ

地ビール

白鳥

酒

お菓子（白鳥の卵、笹団子、椿もち 等）

餅

瓢湖

安田瓦

温泉

焼き物

ヤスダヨーグルト

コシヒカリ、米

 阿賀野市のブランドについて尋ねました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市内事業者 

【農業関連】 

目標とすることについて尋ねました。 

4

7

4

1

5

1

6

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

生産物に自分たちで

価格をつけられる施策

市独自の農業政策も

展開して地域活性化

後継者を育成

経営規模の拡大を志向

ほ場整備の推進

作付品目の多様化

農産物のブランド品づくり

その他

（（３つまで回答 N=28）

（件）

 
他産業（事業拡大等）への参入について尋ねました。 

2

4

5

5

0

0 1 2 3 4 5 6

グリーンツーリズムの取り組み

観光農園・直売所の取り組み

農業の６次産業化への展開

農商工連携による農産物の加工食品づくり

その他

（複数回答 N=16）

（件）

 
 

 

・「市独自の農業政

策も展開して地

域活性化」との

回答が最も多く

なりました。 

・「6 次産業化への

展開」「農産物の

加 工 食 品 づ く

り」との回答が

最も多くなりま

した。 

・ブランドは「ヤスダヨーグルト」「コシ

ヒカリ、米」が上位を占めています。 

【阿賀野ブランドがある】（６８％） 
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【建設業関連】 

今後のビジネスチャンスについて尋ねました。 

6

5

7

4

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8

新規立地企業との取引

阿賀野バイパスによる

物流網の環境変化

新エネルギー分野・省エネルギー

分野への事業展開

研究開発分野への

新規参入

その他

（複数回答 N=23）

（件）

 
他産業（事業拡大等）への参入について尋ねました。 

8

3

16

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

農業部門への参入

環境ビジネスへの参入

異業種との連携によるビジネス拡大

その他

（複数回答 N=27）

（件）

 

 
【製造業関連】 

労働力確保の容易性について尋ねました。 

8

8

3

2

6

9

7

3

4

10

3

1

6

6

4

4

0 5 10 15 20

若い労働者

短期労働者

派遣労働者

外国人労働者

熟練労働者

再雇用労働力

確保しやすい 確保しにくい その他

（件）

（N=17）

（N=13）

（N=14）

（N=12）

（N=12）

（N=16）

 
 

 

 

 

 

 

・「エネルギー分野への

事業展開」との回答が

最も多くなりました。 

・「異業種との連携によ

るビジネス拡大」との

回答が最も多くなり

ました。 

・「熟練労働者」が確保

しにくいと回答する

事業所の割合が高く

なっています。 



17 
 

交通インフラの利用について尋ねました。 

8

12

16

9

7

5

4

5

4

4

1

1

1

4

0 5 10 15 20

首都圏へのアクセス

新潟市へのアクセス

高速道路へのアクセス

港湾・空港へのアクセス

東北方面へのアクセス

便利 不便 その他

（件）

（N=17）

（N=17）

（N=17）

（N=15）

（N=15）

 

 

 

【商業・観光・サービス業関連】 

今後の商業･観光が目標とすることについて尋ねました。 

34

25

28

17

16

21

4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

魅力ある店づくり

魅力ある商店街の形成

高齢者の利用しやすい店づくり

空き店舗の有効利用

不足業種の誘致

地元農産物による特産加工品づくり

その他

（件）

（複数回答 N=145）  
他産業（事業拡大等）への参入について尋ねました。 

4

21

25

23

14

4

0 5 10 15 20 25 30

大型店へのテナント参入

他産業との連携強化

他店との協働による商業･観光活動の展開

阿賀野ブランドの研究開発

健康関連ビジネス

その他

（件）

（３つまで回答 N=91）  

・高速道路へのアクセ

スが「便利」とする

回答が高くなりまし

た。 

・「魅力ある店づ

くり」との回

答が最も多く

なりました。 

・「他店との協

働による商

業・観光活

動の展開」

との回答が

最も多くな

りました。 
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406

30

8

95

15

256

228

43

123

48

296

17

14

33

82

25

71

9

75

18

0件 100件 200件 300件 400件 500件

瓢湖

天朝山

無為信寺

水原代官所

六斎市

五頭温泉郷

五頭山

うららの森

地ビール園

やまびこ通

サントピアワールド

孝順寺

梅護寺

宝珠山

宝珠温泉

ホテルやすらぎ

ゴルフ場

産業団地

水原本町商店街

その他

（２）市外生活者アンケート調査（新潟市民） 

市外生活者の阿賀野市に対するブランドイメージや地域資源等の認知度を探り、産

業経済振興のための基礎資料とするためアンケートを実施しました。新潟市在住で

20 歳以上の一般男女 477 名から回答を得ました。 

訪問経験のある場所について尋ねました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

阿賀野市のブランドについて尋ねました。 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他 意見数

(有)ヤスダヨーグルト 4
ロシア村 3
吉田東伍記念館 2
ワンワンパークの帰り道 1
五十嵐邸ガーデン 1
五頭少年自然の家 1
金子食品 1
しょこら亭 1
プラント4 1
スポーツ施設 1
阿賀野市役所 1
商用 1

・新潟市民が訪れたことのある場

所は「瓢湖」、「サントピアワー

ルド」、「五頭温泉郷」、「五頭山」、

「地ビール園」などが多くなり

ました。 

・新潟市民が感じる阿賀野市のブラ

ンドは「ヤスダヨーグルト」、「瓢

湖・白鳥」、「サントピアワール

ド」、「安田瓦」、「五頭温泉郷」な

どが上位となりました。年代別で

みると、50 代以下の年代は「ヤ

スダヨーグルト」が最も多く、60

代以上の年代で「瓢湖・白鳥」が

最も多くなりました。 

 

297

5

42

94

13

8

4

38

6

271

0

0

6

92

57

3

19

2

122

6

1

1

5

0

1

0件 100件 200件 300件 400件

ヤスダヨーグルト

コシヒカリ

お菓子

安田瓦

三角だるま

酒

農産物

豆腐・油揚げ

ごずっちょ

瓢湖・白鳥

天朝山

無為信寺

水原代官所

五頭温泉郷

五頭山

うららの森

地ビール園

やまびこ通り

サントピアワールド

安田石

孝順寺

梅護寺

宝珠山

産業団地

その他
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過去に足を運んだことのあるイベントについて尋ねました。 

28

49

5

10

100

8

61

2

1

56

17

8

6

3

9

2

0件 40件 80件 120件

阿賀野市桜まつり

五頭連峰山開き

五頭薬用植物園園開き

うららの森大感謝祭

瓢湖あやめまつり

七夕夜店

瓢湖花火大会

ふるさとだしの風まつり

越後天領ふるさと盆踊り大会

水原まつり

村杉温泉開湯お湯汲みまつり

コスモスきょうがせまつり

イルミフェスタ

ささかみゆうきの里の火祭り

やまびこ歩け歩けフェスタ

その他

   
阿賀野市のイメージについて尋ねました。 

 

23.5

5.3 

8.0 

0.2 

0.2 

6.9 

0.4 

1.8 

0.2 

17.9

8.6 

14.7 

0.9 

0.7 

13.1 

1.3 

4.0 

2.4 

33.0

17.1 

19.3 

3.6 

2.0 

21.9 

3.3 

10.8 

6.9 

13.1

22.4 

18.7 

9.8 

8.3 

26.3 

11.7 

19.2 

11.6 

5.5

16.9 

12.2 

12.7 

14.3 

11.9 

12.8 

20.3 

17.8 

1.5

14.4 

6.4 

23.4 

21.0 

6.4 

25.7 

17.4 

20.9 

2.9 

2.0 

12.2 

10.3 

2.9 

13.9 

7.7 

7.6 

0.7

3.1 

3.8 

10.9 

9.2 

2.2 

11.9 

6.6 

5.3 

0.2

0.7 

0.2 

2.9 

4.7 

0.7 

3.8 

3.1 

1.8 

0.7 

0.4 

0.7 

1.5 

0.2 

4.6

8.6 

14.7 

22.7 

29.0 

7.7 

14.4 

7.7 

25.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.自然環境（豊

かか）

2.食・土産（魅力

あるか）

3.農林酪農業

（魅力あるか）

4.商業（盛んか）

5.工業（盛んか）

6.観光資源（恵

まれているか）

7.にぎわい（活気

あるか）

8.親近感（身近

に感じるか）

9.社会資本（充

実しているか）

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 

「自然環境」、「食・土産」、「農林酪農業」、「商業」、「工業」、「観光資源」、「にぎわ

い」、「親近感」、「社会資本」の９分野のうち、新潟市民が阿賀野市のイメージとし

て高く評価しているのは「自然環境」と「観光資源」です。一方評価が低いのは「工

業」と「商業」です。 

・新潟市民が足を運んだことのあ

るイベントは「瓢湖あやめまつ

り」、「瓢湖花火大会」、「水原ま

つり」、「五頭連峰山開き」、「阿

賀野市桜まつり」などが上位と

なりました。 
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（３）アンケート結果のまとめ 

平成22年度の産業経済実態調査並びに平成23年度の市外生活者アンケート調査の

結果から浮かび上がる阿賀野市民、阿賀野市事業者、新潟市民の意向について、次の

とおり整理しました。 

 

【商業・買物について】 

・市内の消費者の多くは自動車を利用して買物に行く傾向が強いため、スーパーマ

ーケットや大型店のほか、近所の商店街についても駐車場がないと利用頻度は向

上しないと考えられます。 
・市内の消費者の多くは市内の商店や商店街を利用する比率が低くなっています。

その理由は「駐車場」や「品揃え」、「価格」の順となっており、これらのハード・

ソフトの改善対策が必要であると考えられます。 
・市内の商店や商店街の利用層は高齢者が多くなっています。 
・事業者は「固定客の減少」や「大型店との競争」などを課題として認識しており、

「魅力ある個店づくり」、「高齢者の利用しやすい店づくり」、「魅力ある商店街の

形成」などを今後の目標としています。 
 

【阿賀野ブランドについて】 

・阿賀野市民と新潟市民が「ヤスダヨーグルト」を阿賀野市のブランドとしてあげ

ているほか、阿賀野市民は「コシヒカリ」や「お菓子」、新潟市民は「瓢湖・白

鳥」、「サントピアワールド」、「安田瓦」、「五頭温泉郷」などをあげています。 
 

【温泉施設・旅館について】 

 ・日帰り温泉施設では「料金」、「お湯」が概ね良い評価を得ている反面、「騒々し

い」、「衛生面」を不満と感じている利用者が多くなっています。 

 ・宿泊温泉施設では「お湯」、「料理」、「料金」、「静寂」に評価が高い反面、「料金」

を不満に感じる利用者が多くなっています。 

 ・市内の温泉施設・旅館について、市外の施設と比較して「設備」に劣ると感じて

いる利用者が多くなっています。 

 

【就業・従業について】 

・阿賀野市民は市内で希望する職業に就くことは難しいと感じています。一方で市

内の事業者は全般的に労働力が確保しにくいと感じています。 
 

【事業所の経営について】 

・新潟市民にとって阿賀野市は産業（商業、工業）のまちといったイメージが低く

なっています。 
・市内事業所の６割以上で売上高が減少。運転資金目的で融資を受けたいとする事
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業者が多くなっています。 
・ビジネスチャンスを「新エネルギー分野・省エネルギー分野への事業展開」とす

る市内事業者が多くなっています。 
・「営業力」不足の打開策として「異業種との連携によるビジネス拡大」を事業拡

大策と考える市内事業者が多くなっています。 
 

【農業の経営について】 

・市内の農業経営者（個人及び事業所）は「経営規模の拡大」、「作業受委託の拡大」

といった拡大傾向意向が強い反面、生産者の主力は 60 代であり、「後継者不足と

高齢化」、「農地の集約化」を課題にあげています。 
・「安心安全な食物供給」を目標とし、事業拡大策として「農業の６次産業化」、「農

商工連携による加工食品づくり」、「観光農園・直売所」などをあげています。 
 

【観光について】 

・新潟市民の阿賀野市のイメージとして、「自然環境」と「観光資源」の評価が高

くなっています。 
・阿賀野市民が来訪者を連れて行く場所、新潟市民が訪れたことのある場所は、と

もに「瓢湖」、「遊園地」、「五頭温泉郷」が多くなっています。 




